
1 中間見直しの趣旨

2 中間見直しの考え方

3 中間見直しのスケジュール

第３四半期 第4四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

取組内容

平成29年度 平成30年度
時期

　西東京市では、平成26年度から開始した第２次総合計画を健全な行財政運営の側面
から支えるため、平成26年３月に１年前倒しして「西東京市第４次行財政改革大綱」を策
定し、「将来見通しを踏まえた持続可能で自立的な行財政運営の確立」を目指して積極
的に行財政改革に取り組んできた。
　平成30年度は、第４次行財政改革大綱の実施期間の中間年に当たることから、第４次
行財政改革大綱について、これまでの取組の成果と課題を十分に検証した上で、社会
経済情勢の変化や後期基本計画との整合性を踏まえて、中間の見直しを実施する。

　第２次総合計画（後期基本計画）の策定に合わせ、内容の整合を図り、第４次
行財政改革大綱の基本方針について中間の見直しを行う。

・第４次行財政改革大綱の後期基本方針に関する新しい視点等について検討。
・現在設定されている評価指標の目標値の時点修正及び新規評価指標の設定を検討。
・第２次総合計画（後期基本計画）との整合性を踏まえた後期基本方針の検討。

中間見直しの視点

第４次行財政改革大綱の中間見直しについて

第４次行財政改革大綱の取組方針 行財政改革の取組における課題

◆基本方針Ⅰ
経営の発想に基づいた将来への備え
◆基本方針Ⅱ
選択と集中による適正な行政資源の配分
◆基本方針Ⅲ
効果的なサービス提供の仕組みづくり
◆基本方針Ⅳ
安定的な自主財源の確保

・待機児童対策や障害福祉関係の扶助費な
どの社会保障関係経費の増加

・各種特別会計への繰出金の増加

・財政調整基金残高の大幅な減少

・老朽化に伴う公共施設・インフラの更新需要

平成30年１月26日

行財政改革推進委員会
資料１
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